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1.ケアネット活動（随時）

(1)見守り活動
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１，８１７世帯 I 高齢化率 ３３．０５％ 

民生委員を中心にして、一人暮らしの高齢者を対象に近所の人達と協力して見守り
活動を実施している。また、新任の町内会長には会合時見守りの趣旨を説明し、
新規募集を呼びかけ、民生委員と協力し連絡をとりあい支援体制を築いている。

(2) 福祉マップ

会合時、各町内会長に福祉マップの加筆訂正をお願いし、完了後福祉マップの更新
を行い、援助を必要としている人達を確実に把握している。・

(3) 命のバトン

平成27年からの継続事業で、現在約400名弱の方が利用しており各町内回覧で
参加募集の案内をして、新規参加者にはバトンを渡し加入者を把握している。

2. ふれあい活動 （朝市・ふれあいまつり）

· 6 月 5 日（水）から 1 2 月 4 日（水）まで、 「ふれあい朝市」を針原新町公民館で地元
の方々が作った新鮮な野菜・花の販売をしながら地域住民との交流を図っている。

・小学校体育館で、健康ふれあいまつり・健康づくり展・文化祭を開催し作品の出展
も含め三世代にわたる交流を図っている。

3.地域福祉・人材養成・訓練

毎年7月に高齢者の方を対象に親睦を図るため敬老の集いを開催しました。また、
1 0月に地区包括支援センターの方を講師に「針原地区の高齢者の現状と課題に
ついて」と題し研修会を開催し多数の方に参加していただきました。1 1月には
地区全体参加による針原SOS徘徊模擬訓練を実施し連絡網の確認をしました。

4. 広報誌の作成（年 1 回）

針原地区社協役員から活動内容の報告、苦労話や喜びの声を全戸配布している。
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針原地区は高齢化率が高く、中でも在宅一人暮らしの高齢者（特に市営住宅在住者）が多く日
常の見守りが不可欠なため、当地区では継続事業としてケアネット（見守り）、福祉マップ、
命のバトン、生活支援活動を行ない、また、針原地区包括支援センターによる研修会等を開い
たり、校区の大きな行事として敬老の集い、健康ふれあいまつり、SOS連絡網徘徊模擬訓練
等を行ない交流を図っている。


